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 №３ 太極拳あおいの会は、茨城県支部設立より２年早い１９８２年（Ｓ．５７年）に 

県都水戸で誕生しました。 

 石田先生が初めて水戸の地に楊名時太極拳の種を蒔かれたのは１９８１年６月のことです。 

昼と夜の講座生１００名位の中から、翌１９８２年に同好会としてスタート。小松崎先生の 

指導を受けて育ちました。生みの親と育ての親に大切に育てられた太極拳あおいの会は 

今なお成長中です。合わせて、年齢も成長中。長く続けている会員が多く、１０年、２０年、 

３０年と共に稽古を重ねた仲間は気心も知れ、同心協力で楽しいひとときを過ごしています。 

 年に一度武道館を会場に近隣の仲間と行う「太極拳のつどい」は、愛好者の交流の場として、 

写真のように多くの方々の参加を頂いています。 

 もう一枚の写真は、会創立２０周年の折に楊名時先生にお願いをして書いて頂いた色紙 

『本日は晴天なり』『本日は晴天なり』『本日は晴天なり』『本日は晴天なり』        

 会創立２０周年には、あおいの会カラーピンクのＴシャツに仕立て会員着用。 

つどいの２０周年にはファイルにして参加者全員にプレゼント。 

会創立３０周年には、写真のようなバックに仕立て、会員愛用中です。 

 他では手に入らない唯一の逸品です。 

 

 

 


